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三
､
礼
房
炎
の
原
因
紺
菌
に
つ
い
て

乳
房
炎
の
原
因
細
甑
の
お
も
な
も
の
と
い
わ
れ
る
レ
ン

サ
状
球
節
､
ブ
ド
ウ
状
球
園
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
､
虎

京
大
学
越
智
教
授
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
｡

レ
ン
サ
状
球
菌
1
-
乳
房
炎
の
原
内
相

蘭
と
し
て
最
も
垂

‥駿
で
あ
る
が
､
木
蘭
は
健
康
牛
の
乳
房
か
ら
も
発
見
さ
れ

る
｡
健
偵
午
'
乳
房
炎
牛
の
双
方
か
ら
検
出
さ
れ
る
JJ
の

蘭
は
､
質
的
な
差
異
は
な
-
､
盤
的
差
異
が
あ
る
だ
け
だ

と
適
へ
て
い
る
｡
そ
し
て
本
椋
の
人
工
感
染
試
験
は
､
特

に
木
蘭
の
場
合
乳
房
炎
に
大
盤
蘭
を
接
種
し
た
場
合
は
お

お
む
ね
感
染
し
て
い
る
が
､
小
泉
の
場
合
は
必
ず
し
も
容

易
で
な
い
｡
こ
の
事
実
は
､
水
拝
の
感
染
が
単
に
蔚
だ
け

の
問
題
で
な
ノ
＼

生
休
側
の
蟹
田
に
関
係
の
あ
る
こ
と
が

少
な
-
な
い
､
即
ち
自
発
性
伝
染
病
に
属
す
る
も
の
と
い

っ
て
い
る
｡
従
っ
て
本
拝
の
今
後
の
完
全
な
究
明
に
は
､

生
仏
側
の
要
因
に
つ
い
て
研
究
す
る
事
が
最
も
重
安
で
あ

る
と
｡

ブ
ド
ウ
状
球
菌
-
1
健
康
午
の
乳
房
内
正
常
細
菌
群
に
つ

い
て
は
､
木
蘭
が
最
も
優
勢
で
､
木
蘭
は
乳
頭
か
ら
乳
房

内
に
浸
入
し
､
そ
JJ
で
多
少
増
殖
し
な
が
ら
存
在
し
て
い

る
の
ガ
と
い
う
｡木
蘭
の
分
布
は
非
常
に
広
-
ー人
畜
の
病

巣
､
健
康
な
外･i
院
及
び
体
表
､
あ
る
い
は
自

然
界
か
ら
検

出
さ
れ
る
が
､
乳
房
炎
の
原
因
糾
菌
と
し
て
重
賓
な
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
｡

四
､
む
す
び

以
上
の
研
究

成
柴
か
ら
琉
大
の
午
の
乳
房
炎
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
る
と
'
堀
生
の
原
則
は

.L
般

農
家
の
場
合
と
同

様
､
い
わ
ゆ
る
粗
暴
搾
乳
法
に
よ
り
乳
房
内
の
上
皮
細
胞

の
脱
落
'
白
血
球
増
の
現
象
を
き
た
し
､
そ
こ
に
広
-
柿

外
に
椛
托
し
て
い
る
と
い
う
前
記
レ
ン
サ
状
球
園
へ
又
ブ

ド
ウ
快
球
菌
そ
の
他
が
昂
的
に
大
蒐
侵
入
し
､
遂
に
そ
の

発
伴
を
見
た
も
の
で
､
生
体
内
に
受
入
れ
態
勢
が
で
き
て

5,た
と
い
う
事
で
あ
る
｡
琉
大
の
場
合
､
蘭
の
検
出
は
と

う
と
う
で
き
な
か
っ
た
が
ー体
細
胞
(白
血
球
ー上
皮
細
胞
)

は
常
に
多
数
発
見
さ
れ
､
前
記
二
の
研
究
成
灘
JJ
符
合
す

る
点
の
多
か
つ
た
こ
と
を
附
言
し
て
む
す
ひ
よ
し
た
い
｡

(宮

城

正

夫
)

(7)

病

害

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
べ
卜
病

(
露
菌
病
)

宿主
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

発
生

〓

1月
か
ら
二
盲
I:頃
に
か
け
て
み
ら
れ
､
ホ

ウ
レ

ン
ソ

ウ
の
恐
る
べ
き
病
害
で
あ
る
｡

病
徴

は
じ
め
集
の
表
面
に
'
黄
色
あ
る
い
は
､
蒼
白
色

の
周
縁
不
明
瞭
の
小
Jg
を
生
じ
'
こ
れ
は
し
だ
い
に
ひ
ろ

が
つ
て
不
正
形
と
な
り
'
被
害
大
の

と
き
は
全
英
灰
黄
色

と
な
っ
て
枯
死
乾
燥
す
る
｡

集
の
裏
面
に
埠

灰
紫
色
あ
る
い
は
ネ
ズ
,,/色
の
カ
ビ

を
生
ず
る
｡

病
菌

担
子

紗
は

､

気

孔

か
ら

一
-
教

本
出
る
.

長
さ
二

C
O
I
'F
C
O
ミ
ク
ロ
ン
｡
上
部
は
二
十

七
回
分
岐
す
る

韓
色
で
隔
膜
が
な
い
｡

胞
子
は
､
広
だ
円
形
､
あ
る
い
は
､
卯
H
形
'
灰
色
､

長
さ

一
六
-
Ill.二
､
m
r
F
I
二
二
.,,/ク
ロ
ン

防
除

t
､

ダ
イ
セ
ン
三
七
グ
ラ
ム

二

〇
匁
)
を
､
水

l
八
-

ツ
ト
ル

〓

斗
)
に
う
す
め
て
散
布
す
る
｡

一
､
王
銅
二
王

グ
ラ
ム
を
､
水

一
八
-
ツ
ト
ル
に
う
す
め

て
散
布
す
る
｡



カ
ン
ラ
ン
の
黒
は
ん
病

宿
主

カ
ン
ラ
ン
'
ハ
ナ
ヤ
サ
イ

発
生

琉
球
で
は
､
九
月
か
ら
翌
年
.tI.月
頃
に
か
け
て
み

ら
れ
､
特
に
収
穫
期
前
頃
か
ら
S
と
-
発
生
す
る
｡

病
教

主
に
老
葉
に
発
重
し
､
病
･E
は
大
形
で
灰
白

色
を

な
し
､
ふ
ち
は
や
や
黒
み
が
か
り
'
輪
か
-
は
は
っ
き
り

し
な
い
｡
病
蜘
は
の
ち
に
黒
色
ス
ス
状
の
カ
ビ
で
患
患
わ

れ
る
｡

病
菌

分
生
子
硬
は
単
生
又
は
鞘
生
し
､次
か
つ
色
で
'
○
-

三
個
の
隔
隈
を
有
す
る
｡
そ
の
上
に
一
I
数
個
の
分

生
胞

子
を
連
生
す
る
｡

分
生
胞
子
は
黄
か
つ
色
あ
る
い
は
晴
か
つ
色
'
頂
端
淡

色
､
多
数
の
横
隔
膜
と
小
数
の
縦
隔
膜
を
有
し
､
隔

膜
部

で
深
-
-
び
れ
､
長
さ

1
五
-
八
六
､
m
八
-
二
二
ミ
ク

ロ
ン
｡

申
､
カ
ン
ラ
ン
の
黒
斑
病
の
墾
真

下
'
カ
ン
ラ
ン
の
黒
斑
病
薗

右
､
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
べ
卜
病
の
誓

葉

左
､
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
べ
卜
病
菌
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防
除

一
､

種
子
は
､
水
銀
製
剤

一
〇
c
c
倍
液
に

H
C
外
聞
浸

け
る
｡

.i
'
肥
料
切
れ
の
し
な
5,よ
う
に
注
意
す
る
｡

.
､
披
晋
髄
は
､
集
め
て
焼
き
㌻
て
る
｡

､
登
桐
に
党
寸
ち
､
八
斗
式
dJ=
炊
ボ
ル
ド
ー
液
を
散
7E

す
る
｡

l
'
ダ

イ
セ

ン

.し
グ
ラ
ム
を
､

.,
八
-
ツ
ト
ル
の
水
の

中
に
と
か
し
て
散
布
す
る
｡

.I
'
輸
い
す
る
こ
と
｡

ハ
ク
サ

イ
黒
は

ん
性
細
菌
病

宿
主

ハ
ク
サ
イ
､
ダ
イ
コ
ン
､
カ
ン
ラ
ン
､

ハ
ナ

ヤ
サ

イ
､
カ
ブ
､
ナ
ク

ネ

､
タ
カ
ナ
､
ミ
ズ
ナ
な
ど
｡

中
､
ハ
ク
サ
イ
黒
創
性
細
菌
病
の

大
根
被
害
葉

下
､
右
'
同
カ
ン
ラ
ン
誓

嘉

左
､
ハ
ク
サ
イ
黒
桝
性
細
菌
病

の
病
原
細
菌
(中
田
)

(9)

右
､
カ
ン
ラ
ン
の
黒
例
病
菌
蛸
裸
線
写
真
(四
〇
〇
倍
)

左
'
発
芽
し
LJカ
ン
ラ
ン
の
黒
別
病
宵

じ
く
(四
〇
C
倍
)

発
生

l
二
月
か
ら

l■月
に
か
け
て
み
ら
れ
る
｡

病
徴

集
'
茎
､
花

㌧

サ
ヤ
に
発
生
し
､英
に
は
'
は
じ

め
水
浸
状
の
桝
点
が

で
き
ー
こ
れ
は
あ
と
で
不
+#
円
形
､

あ
る
い
は
多
角
形
と
な
る
｡
病
斑
は
普
通

淡
か
つ
的
'

時
に
黒
か
つ
邑
･
表
面
は
脂
様
光
沢
を
有
す
る
｡

病
菌

短
線
状
､
両
端
丸
く

.LLV
さ

∵

1.i+L1
㌧
.
･
C
,
巾

〇

･
七
-
〇

･
九
ミ
ク
ロ
ン
｡
歯
体
の

〓
州
に

llJ
q

A
の
ベ

ン
毛
を
有
す
る
L｡
裾
青
の
最
適
温
度
は
セ

ツ
氏

二
ム
ー
二
七
度

防
除

.l
'

無
病
地
に
栽
培
し
､
史
た
､
二
カ
年
輪
作
す
る
と
発

病
少
な
い
｡

l
'
種
子
を
水
銀
製
剤

.I
C
日
日
倍
液
に
二

〇
分
間
浸
け

消
毒
す
る
｡

二

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
･ソ
な
ど

人

柄
菌
の
媒
介
昆
虫
を
願

険
す
る
｡

.[
'
ダ
イ
セ
ン
二
L
グ
ラ
ム
､
父
は
王
銅
二

〇
グ
ラ
ム
を

水

一
八
-
ツ
ト
ル
に
と
か
し
'
こ
れ

に
展
着
剤
を

加
え
て

i
週
向
台
き
に
二
｣
二
回

散
布
す
る
｡



害
虫

コ
ナ
ガ

加

害
幼
虫
は
ダ
イ
コ
ン
､

ハ
ク
サ
イ
､

カ
ン
テ
,/
な
ど

ア
ブ
ラ
ナ
科
解
物
を
叫
零
し
､
埼
球
で
叶
二

一
月
か
ら

lH八
日
頃

iJで
に
を
-
鞘
隼
.リ
ス
｡

防除
1
'D
D
T
乳
剤
父
は
水
和
剤
の
･.r
C
O
-
八
C

O倍
液

を
鞠
i=
｢
ス
｡

(
コ
ナ
ガ
に
つ
い
て
な
モ

-
わ
し
い
こ
と
は
農
家
便
-

.L
九
H
L
年

一
一
月
ロP
の
冊
良

教
授
が
お

書
き

に
な
っ

た
と
こ
ろ
を
東
伯
州さ
れ
た
い
.
)

へ

田

盛

正

雄
)

･‥‥‥◇
‥‥

-
‥
‥

(10)

上
'
下
､
コ
ナ
ガ
の
誓

状
熊
(刀
ン
ラ
ン
)

中
'
コ
ナ
ガ

幼 女

年環r･･1.･払

響
け
所

琉球
大学
農
家
政
工
学

部

発

行

人

島

袋

俊

一

印

刷

沖

縄
タ

イ

ム

ス
社

指
令
第

一九八
C

号

一
九
五
九

年二

目

二
.j
日
印

刷

1
九
五
九

年
.

月

.日
発

行
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